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保護者の皆様

多摩市立多摩第二小学校

校長 吉田 正行

マ ス ク の 着 用 に つ い て

木々の緑が目にも鮮やかな季節となりました。保護者の皆様には、日頃より新型コロナウイルス

感染症予防にご協力いただきありがとうございます。

さて、マスクの着用については報道等で様々な声が出ております。また、これから暑い季節にな

りマスクを着用していると熱中症のリスクが高くなることが懸念されます。

この度、厚生労働省及び文部科学省より、「マスク着用の考え方」が示されましたので、学校で

のマスク着用について改めてお知らせします。学校では、今後も子供たちの学びを止めないよう、

新型コロナウィルス感染症予防に努めてまいります。保護者の皆様のご理解・ご協力をお願いしま

す。

記

１ マスク着用の考え方

■マスク着用は、引き続き基本的な感染対策であること。

※基本的な感染対策：三密の回避・距離の確保・マスク着用・手指の衛生・換気

■マスク着用の必要がない場面

屋外：身体的距離が確保できる場合

身体的距離が確保できなくても、会話をほとんど行わない場合

【例】離れて行う運動や移動

【例】屋外で行う自然観察や写生等

屋内：身体的距離が確保でき、会話をほとんど行わない場合

【例】個人で行う読書や調べたり考えたりする学習

※身体的距離…２ｍ以上を目安

■熱中症などの健康被害が発生するおそれがある場合は、マスクを外し熱中症対策を優先

する。

２ 登下校時のマスクについて

■登下校時、気温が高く熱中症が心配されるときは、マスクを外してもよい。

（感染の不安がある場合は、外さなくても構いません。）

■マスクを外すときは、しゃべらず、他の人と距離をとって歩くようにする。

■学校に着いたら、昇降口に入る前にマスクを付ける。

〔裏面へ〕



３ 登下校中の水分補給について

■登下校時、気温が高く熱中症が心配されるときは、水筒で水分補給をしてもよい。

■歩きながら水分補給をせず、周りに配慮し立ち止まって水分補給をする。

■他の人の水筒から水分補給はしない。

４ 体育の授業のマスクについて

■体育の授業では、マスクの着用の必要はない。

（感染の不安がある場合は、外さなくても構いません。）

■十分な身体的距離が確保できない状況で、十分な呼吸ができなくなるリスクや熱中症に

なるリスクがない場合にはマスクを着用する。

５ 学校における熱中症対策

■水分補給の呼びかけ（定期的に水を飲む時間を設定する）

■ＷＢＧＴ（暑さ指数）の値をもとに、体育や外遊びの実施の可否を決めるとともに、運

動内容や休憩時間、水分補給の頻度を決める参考とする。

■昇降口前のひさしにミストの設置

気温が高いときの登下校、休み時間の終わり、体育授業の後等にミストを出し、積極的

に体を冷やすようにする。

■登下校時に冷感タオル（アイスタオル）の使用、帽子の着用を推奨します。

６ その他の配慮事項

■様々な事情により、マスクをしない子、できない子がおり、そのことが原因でのいじめ

や差別につながらないように指導します。

■マスクを外している子に対して、傷つけるような言動はしないことを指導します。同様

に、感染不安からマスクを外してもよい場面でマスクを着用している子に対しても配慮

をします。

■マスクの着用については、その時々の状況や場面により判断をします。マスク着用の考

え方の基本通りにいかないことも想定されますので、ご理解いただけますようお願いし

ます。

【例】お年寄りとの交流など、ハイリスクの方と接する場合はマスク着用など
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